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「モバイルコンテンツ審査・運用監視機構」 

設立趣意書 
 
 

１ 設立趣意 

モバイルインターネットは急速に普及し、今や生活に欠かせない重要な社会インフラに

なっています。その反面、青少年が違法・有害情報に触れる可能性が高まり、実際に青少

年が有害サイトにアクセスして犯罪に巻き込まれるという問題も発生し、業界全体として

の取り組みが求められております。このような状況下、その対策の一つとして、携帯電話

事業者により、有害サイトアクセス制限サービス（「フィルタリングサービス」）が提供

されております。 

フィルタリングサービスは、犯罪を助長するサイト、人の尊厳を害するサイト、自殺を

誘引するサイト等、閲覧制限をすることが妥当なサイトへのアクセス制限に資する一方、

これにより、特定のカテゴリに属するサービスを提供するサイトは、有害でなくても一律

に制限されるという状況も存在しております。閲覧制限の対象となるサイトの中には、青

少年の自己表現ツール、親子間や友人間のコミュニケーションツール、公的な機関や一般

企業からの情報提供を目的としているサイトもあります。このようなサイトが、特定のカ

テゴリに属するというだけで、一律に有害サイトとして扱われるのは大きな問題と考えて

おります。 

また、このように、サイトの利用方法の実情に鑑みることなく、形式的なカテゴリ分類

により、一律にフィルタリングの対象とされてしまうことは、発信者の表現伝達の自由や

受信者の知る自由、コミュニケーションの権利に対する過度な制約となるとともに、却っ

て、フィルタリングサービスの普及促進の妨げとなっているため早急に改善策が講じられ

る必要があると考えております。 

さらに、青少年保護を実効性あるものとするには、フィルタリングサービス以外に青少

年が知識・情報を自ら選別し、人格形成や自己実現に資するものを取得する能力を身につ

けられる啓発・教育プログラムやレイティング等の施策も重畳的に実施される必要がある

と考えております。 

このようなことから、青少年の発達段階に応じた主体性を確保しつつ、違法・有害情報

から保護し、モバイルコンテンツの健全な発展を促進する施策を総合的に実行するために、

本機構を別紙設立計画書にもとづき設立いたします。
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２ 設立発起人一覧 （設立趣旨に賛同する意志表示をしたもの） 

堀部  政男 （一橋大学 名誉教授） 
中村 伊知哉 （慶應義塾大学 教授） 
長谷部 恭男 （東京大学大学院 教授） 
上沼  紫野 （虎ノ門南法律事務所 弁護士） 
中川  一史 （独立行政法人メディア教育開発センター 教授） 
岩崎  政孝 （虹の橋法律事務所 弁護士） 

（以下、五十音順） 
株式会社アイコール 
アクセルマーク株式会社 
アットムービー・パイレーツ株式会社 
荒木 大輔 
イー・ガーディアン株式会社 
有限責任中間法人 ECネットワーク 
IINA株式会社 
イー・モバイル株式会社 
家本 雅章 
石井 利明 
入鹿山 剛堂 
株式会社インキュベーション・ファクトリー 
株式会社インタースパイア 
株式会社インデックス 
株式会社ヴィーライフ 
株式会社ウィルコム 
植田 勝典 
株式会社ウェブドゥジャパン 
有限会社栄愛 
株式会社エイチアイ 
株式会社エス・オー・プロモーション 
株式会社 Any 
株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 
エン・ジャパン株式会社 
株式会社オープンキューブ 
株式会社オープンドア 
尾花 紀子（ネット教育アナリスト） 
株式会社ガイアックス 
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株式会社合天 
加藤 順弘 
唐澤 豊（データメディア株式会社代表取締役） 
ギガネットワークス株式会社 
岸原 孝昌（モバイル・コンテンツ・フォーラム事務局長） 
木村 潤（株式会社移動体通信総合研究所 取締役） 
京セラコミュニケーションシステム株式会社 
熊谷 昭彦 
グラッドメディア株式会社 
KLab株式会社 
グランドデザイン＆カンパニー株式会社 
グリー株式会社 
ＫＤＤＩ株式会社 
小島 芳夫（JASRAC業務本部送信部長） 
Gocco株式会社 
株式会社サイバード 
株式会社サミーネットワークス 
株式会社シーエー・モバイル 
新宅 純二郎 
株式会社 GNT 
JVCエンタテインメント株式会社 
株式会社シェフィーロ 
庄司 尚 
東海林 誠（プライムセオリー代表） 
有限会社情報流通ビジネス研究所 
株式会社スカイアンドロード 
スパイシーソフト株式会社 
ソフトバンクモバイル株式会社 
株式会社ダイス 
田島 満（アクセルマーク株式会社取締役） 
田中 辰雄 
田中 敏博 
株式会社ディー・エヌ・エー 
デジタルデータデザイン株式会社 
株式会社デジタルメディア研究所 
社団法人電気通信事業者協会 
株式会社トリワークス 
株式会社ドワンゴ 
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中原 新太郎（KANSAI@CANフォーラム運営委員） 
ナクソス・ジャパン株式会社 
難波 真由美 
西原 由実 
社団法人日本インターネットプロバイダー協会 
社団法人日本音楽著作権協会 
ネットレイティングス株式会社 
橋本 龍太郎 
葉山 純一 
株式会社ビットウェイ 
ピットクルー株式会社 
平田 克二（特定非営利活動法人インターネットスキル認定普及協会 副理事長） 
有限会社ファインシード 
藤田 一夫 
フリュー株式会社 
株式会社ブレイネ 
株式会社ベネッセコーポレーション 
株式会社ボルテージ 
株式会社魔法の iらんど 
三浦 厚志 
三野 善之（アクセルマーク株式会社） 
株式会社ミュージックエアポート 
株式会社メタ・ブレーン 
メディアインクルーズ株式会社 
株式会社メディア開発綜研 
株式会社メルステ  
モバイル・コンテンツ・フォーラム 
株式会社モバイルブック・ジェーピー 
森﨑 元彦（特定非営利活動法人インターネットスキル認定普及協会 理事） 
安富 俊介（特定非営利活動法人インターネットスキル認定普及協会 理事） 
株式会社リックテレコム 
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EMA会員数：51社・団体 

■正会員一覧 

アットムービー・パイレーツ㈱   国光 宏尚 

㈱アルケアルコ 取締役 荒川 邦雄 

㈱インテグラル 代表取締役 谷井 亨 

㈱インデックス 局長 寺田 眞治 

インフォコム㈱ 課長 関口 航太 

㈱エイチアイ 取締役 サービスプラットフォーム開発部 部長 秦 勝重 

㈱Any マネージャー 福田 徳人 

NHN Japan㈱   山ノ口 純子 

㈱エムティーアイ マネージャー 瀬在 信行 

エン・ジャパン㈱   小野 悠矢 

㈱オープンドア 部長 高橋 和幸 

㈱オプト 部長 真壁 雅彦 

㈱ガイアックス   蔵田 三沙代 

ギガネットワークス㈱ 部長 津江 慶太 

㈱キャラウェブ 取締役開発部長 杉野 正夫 

㈱ＱＯＬＰ   草水 美子 

グリー㈱ 取締役最高財務責任者 青柳 直樹 

㈱サイバーエージェント マネージャー 立川 理恵 

㈱サイバード 部長代理 大須賀 美保 

㈱サミーネットワークス プロデューサー 井島 剛志 

㈱GNT 取締役 近藤 修康 

GMO メディア㈱ マネジャー 小野寺 稔充 

㈱スペースシャワーネットワーク 部長 辻 昇 

㈱ダイス 代表取締役社長 小関 昭彦 

㈱ディー･エヌ・エー ゼネラルマネージャー 山本 和弘 

㈱ドワンゴ   杉本 誠司 

日本電気㈱ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 深川 悟郎 

ネットレイティングス㈱ 開発担当マネジャー 阿部 千江子 

㈱ピーネスト マネージャー 佐藤 竜史 
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㈱ビービーエムエフ 執行役員 室長 岩崎 彰男 

㈱ビジュアルワークス 代表取締役 豊田 康三 

ピットクルー㈱ 室長 山内 城治 

㈱fonfun リーダー 大和田 薫 

フリュー㈱ 事業部長 芝山 貴史 

㈱ベネッセコーポレーション 研究員 秋山 大志 

ポイントオン㈱ 部長 吉田 剛 

㈱ボルテージ 執行役員 横田 晃洋 

マイスペース㈱   櫻田 晋一 

㈱ 魔法の i らんど マネージャー 鎌田 真樹子 

ミツバチワークス㈱ 代表取締役 光山 一樹 

㈱メディアグルーヴ 代表取締役 相原 仁 

メディアインクルーズ㈱ 代表取締役 小川 昌幸 

モバイル・コンテンツ・フォーラム 座長 東邦 仁虎 

㈱ モバイルブック・ジェーピー 室長 三浦 厚志 

㈱ヤマハミュージックメディア 主任 木村 亨 

㈱リックテレコム 取締役 編集統括部長 土谷 宜弘 

 

■賛助会員一覧 

特定非営利活動法人インターネットスキル認定普及協会 理事 安富 俊介 

(社)日本インターネットプロバイダー協会 事務局長 河内 勝士 

(社)日本音楽著作権協会 部長 小島 芳夫 

(社)日本通信販売協会 理事 主任研究員 柿尾 正之 

(社)日本レコード協会 部長 畑 陽一郎 
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有限責任中間法人モバイルコンテンツ審査・運用監視機構 定款 
 

第１章 総 則 
 
（名称） 
第1条 本法人は、有限責任中間法人モバイルコンテンツ審査・運用監視機構（英語名：Content 

Evaluation and Monitoring Association、略称：ＥＭＡ）と称する。 
 
（主たる事務所の所在地） 
第２条 本法人は、主たる事務所を東京都渋谷区に置く。 
 
（目的及び事業） 
第３条 本法人は、青少年を違法・有害情報から保護し、健全なモバイルコンテンツの発展を 

促進することを目的とし、次の事業を行う。 

（１）モバイルコンテンツの健全化事業 
（２）青少年の発達段階に応じた主体性を確保した上での受信者の保護育成事業  
（３）受信者の利便性の向上に関する事業 
（４）前各号に付帯する一切の事業 

2 本法人は、その事業により得られた剰余金を会員に分配することを目的としない。 
 
（委員会） 
第４条 本法人は、第３条の目的を達成するため、次の委員会を置く。 
（１）基準策定委員会 
   ア モバイルコンテンツサイトの質を向上させるために、個別分野ごとの基準案を検討 
   イ 検討された基準案の承認 
   ウ 基準策定に当たって第 8章に定める諮問会議に諮問 
   エ その他、基準策定の目的を達成するために必要な事項 
（２）審査・運用監視委員会 
   ア 申請されたモバイルコンテンツサイトの審査 
   イ 審査後、基準に合ったサイト運営を行っているかについて監視 
   ウ 監視に基づく勧告又は見解の通知 
   エ 改善計画提出の要請 
   オ 消費者・事業者等からの苦情の受付 
   カ その他、審査・運用監視の目的を達成するために必要な事項 
 
（基金の総額） 
第 5条 本法人の基金の総額は、金 20,000,000円とする。 
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（基金の拠出者の権利に関する規定） 
第 6条 本法人の基金は、本法人が解散するときまでは返還しない。 
2 基金の返還に係る債権には利息を付さない。 
3 基金の拠出者は、基金の返還に係る債権を理事会の承認なしに他に譲渡し又は担保に供して
はならない。 

 
（基金の返還手続） 
第 7条 基金の返還は、定時会員総会においてその総額について決議し、その後の具体的な事項
については、理事会が決定する。 

 
（公告の方法） 
第 8条 本法人の公告は、官報に掲載する。 
 

第２章 社員及び会員 
 
（会員の種類） 
第 9条 本法人は、正会員をもって中間法人法上の社員とする。正会員は本法人の目的に賛同す
る個人又は団体であって、入会を承認された者とし、理事会の決議によって賛助会員を設ける

ことができる。各会員の有する権利義務の詳細は、本定款のほか、別に理事会で定める会員規

則による。 
2 正会員は、会員総会の決議において各１個の議決権を有する。 
 
（入会） 
第 10 条 本法人の会員になろうとする者は、当該年度の会費を添えて所定の入会申込書を代表
理事あてに提出し、別に定める規則に基づき代表理事の承認を受けなければならない。 

 
（会費） 
第 11条 会員は、別に定める会費を納入しなければならない。 
2 既納の会費は、いかなる場合であっても返還しない。 
 
（退会） 
第 12条 会員は、代表理事に対する 30日以上前の事前通知をもって、本法人から退会すること
ができる。 

2 会員が次の各号のいずれかに該当するときは、退会したものとみなす。 
（１）死亡又は解散 
（２）正会員全員の同意 
（３）除名 
（４）会費を 1年以上滞納した場合 
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（除名） 
第 13 条 代表理事は、次に掲げる場合には、理事会の承認を得て正会員の除名を会員総会に付
議することができる。 
（１）本法人の定款又は各種規則に違反した場合 
（２）本法人の名誉を毀損し、又は本法人の目的に反する行為をした場合 

2 正会員の除名のための会員総会の決議は、正会員の有する議決権総数の４分の３以上の賛成
がなければならない。正会員を除名する場合は、当該会員に対し、除名の決議を行う会員総会

の７日前までに通知するとともに、同会員総会において弁明の機会を与えなければならない。 
3 代表理事は、いつでも理事会の承認を得て、賛助会員を除名することができる。 
 
（会員資格の喪失に伴う権利及び義務） 
第 14条 会員が第 13条又は前条の規定によりその資格を喪失したときは、本法人に対する権利
を失い、義務を免れる。ただし、既に発生した未履行の義務は、これを免れることができない。 

2 本法人は、会員がその資格を喪失しても、既に納入した会費その他の拠出金品は返却しない。 
 

第３章 役 員 
 
（役員） 
第 15条 本法人に、次の役員を置く。 
（１）理事  ３人以上２０人以内 
（２）監事  ２人以内 

2 法人は、本法人の理事又は監事となることができない。 
3 本法人の理事のうち過半数は、本法人に対し審査の申込みを行うサイトの運営業務に従事し
ておらず、かつ、学識経験を有する者でなければならない。 

4 監事は、理事又は本法人の職員を兼ねてはならない。 
 
（役員の選任） 
第 16条 理事及び監事は、会員総会において選任する。 
2 理事会の決議によって、次の役付理事を選任する。 
 （１）本法人を代表すべき理事として代表理事１人 
 （２）必要に応じ、副代表理事２人以内 
 （３）事務局長１人 
 
（役員の職務） 
第 17条 理事は、理事会を構成し、理事会を通じて、本法人の業務執行に関する意思決定をし、
理事による業務執行を監督する。 

2 代表理事は、本法人を代表し、その業務を統括する。 
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3 事務局長は、代表理事を補佐し、事務局を統括し、本法人の業務を処理する。代表理事を欠
くとき又は代表理事に事故あるときは、その職務を代行する。 

4 監事は、本法人の会計及び理事による職務の執行を監査する。 
 
（役員の任期） 
第 18条 理事の任期は、その選任後 2年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定
時会員総会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 

2 監事の任期は、その選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時会員
総会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 

3 補欠又は増員により選任された理事の任期は、前任者又は他の現任者の残任期間とする。 
4 役員は、任期満了後においても、新たに後任者が選任されるまでは、第 1 項の規定にかかわ
らず、引き続き在任する。 

 
（役員の報酬） 
第 19条 役員は、有償とすることができる。 
2 全理事及び全監事に対する報酬額の総額は、それぞれ会員総会において定める。 
3 報酬を受ける理事及びその報酬額は、前項の総額の範囲内で理事会において定める。 
4 報酬を受ける監事及びその報酬額は、本条第 2 項の総額の範囲内で監事の協議においてこれ
を定める。 

 
（役員の解任） 
第 20 条 役員が次の各号のいづれかに該当する場合は、会員総会の決議により、当該役員を解
任することができる。 
（１）心身の故障のため、職務の執行に堪えられないと認められる場合 
（２）職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為がある場合 

 
第４章 会員総会 

 
（会員総会の構成） 
第 21条 会員総会は、会員をもって構成する。 
2 定時会員総会は、毎事業年度終了の日から３ヶ月以内に開催し、臨時会員総会は、必要に応
じて開催する。 

3 総会員の議決権の 5 分の１以上を有する正会員は、代表理事に対し、会員総会の目的である
事項及び招集の理由を示して、会員総会の招集を請求することができる。 

 
（会員総会の招集） 
第 22条 会員総会は、理事会の決議に基づいて代表理事が招集する。 
2 会員総会を招集する場合には、会議の日時、場所及び目的を記載した書面により、開催日の
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少なくとも 14日前までに会員に通知しなければならない。 
 
（会員総会の議長） 
第 23 条 会員総会の議長は、代表理事がこれに当たる。ただし、代表理事が議長を務めること
ができない場合は、理事会で定めた順により他の理事がこれに当たる。 

 
（会員総会の権限） 
第 24 条 会員総会は、法令及び本定款に定める事項のほか、代表理事が理事会の決議に基づき
会員総会に付議した事項を決議する。 

 
（会員総会の決議） 
第 25 条 会員総会の定足数は、法令又は本定款に別に定めがある場合を除き、総会員の議決権
の過半数とする。 

2 法令又は定款で別に定める場合を除き、会員総会の議事は、出席した会員の議決権の過半数
で決する。 

3 会員は、代理人により議決権を行使することができる。ただし、代理人となる者は、議決権
を有する本法人の会員、その役員及び従業員に限るものとする。代理人により議決権を行使す

る会員は、定足数に関し、出席したものとみなす。 
 
（会員総会の議事録） 
第 26 条 会員総会の議事については、議事の経過の要領及びその結果その他法令で定める事項
を記載した議事録を作成しなければならない。 

 
第 5章 理事会 

 
（理事会の構成） 
第 27条 理事会は、理事をもって構成する。 
2 監事は、理事会に出席して意見を述べることができる。 
3 理事会は、電話会議又は各参加者が他の参加者に意思を表明し、協議を行うことのできるそ
の他の方法においても行うことができる。 

 
（理事会の決議事項） 
第 28条 理事会は、この定款において他に定める事項のほか、次の事項を決議する。 
（１）会員総会において決議した事項の執行に関する事項 
（２）理事会として会員総会に付議する事項 
（３）基準策定委員会、審査・運用監視委員会の委員及び諮問会議の構成員の選任 

2 理事会は、本定款において理事会が決すべきとされている事項及び法令において理事に委任
することができない事項については、自ら決しなければならない。 
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（理事会の招集と決議） 
第 29 条 理事会は、必要に応じ代表理事が招集する。ただし、議事が緊急を要する場合は、あ
らかじめ理事会において定めた方法により、他の理事もこれを招集できる。 

2 理事会を招集する場合は、開催の日の３日前までに全理事及び監事に通知を発送しなければ
ならない。ただし、全理事及び監事の同意があるときは、招集の手続を経ないで理事会を開催

することができる。 
3 理事会の議長は、代表理事がこれに当たる。ただし、代表理事が議長を務めることができな
い場合は、理事会で定めた順により他の理事がこれに当たる。 

4 理事会の決議は、決議に加わることができる理事の過半数が出席し、その過半数をもって行
う。 

5 決議の対象たる事項について特別の利害関係を有する理事は、決議に加わることができない。 
 
（理事会の決議の省略） 
第 30 条 理事が理事会の決議の目的である事項について提案をした場合において、当該提案に
つき、決議に加わることができる理事の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をし

たときは、当該提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなすことができる。ただし、

当該提案について、監事が異議を述べたときはその限りではない。 
 
（議事録） 
第 31 条 理事会の議事については、議事の経過の要領及びその結果その他法令で定める事項を
記載した議事録を作成しなければならない。 

 
第 6章 基準策定委員会 

 
（委員会の目的） 
第 32条 基準策定委員会は、第４条第（１）号に定める業務を行う。 
 
（委員の構成） 
第 33 条 基準策定委員会は、理事会が基準策定に関して利害関係を有しない有識者の中から選
任する 10人以内の委員で構成する。 

 
（委員長及び委員長代行） 
第 34条 基準策定委員会に委員長１人及び委員長代行１人を置くことができる。 
2 委員長は、委員の互選により決定する。委員長代行は、委員の中から委員長が指名する。 
3 委員長は、基準策定委員会を代表し、基準策定委員会を統括する。 
4 委員長は、基準策定委員会を招集し、その議長となる。 
5 委員長代行は､委員長を補佐し､委員長を欠くとき又は委員長に事故あるときは、その職務を
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代行する。 
 
（任期） 
第 35条 委員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。 
 
（委員会の運営） 
第 36条 基準策定委員会は、必要に応じ委員長が招集する。 
2 基準策定委員会の運営方法は、別に理事会で定める委員会運営規則による。 

 
第７章 審査・運用監視委員会 

 
（委員会の目的） 
第 37条 審査・運用監視委員会は、第４条第（２）号に定める事業を行う。 
 
（委員の構成） 
第 38 条 審査・運用監視委員会は、理事会が審査・運用監視に関して利害関係を有しない有識
者の中から選任する 10人以内の委員で構成する。 

 
（委員長及び委員長代行） 
第 39条 審査・運用監視委員会に委員長１人及び委員長代行１人を置くことができる。 
2 委員長は、委員の互選により決定する。委員長代行は、委員の中から委員長が指名する。 
3 委員長は、審査・運用監視委員会を代表し、審査・運用監視委員会を統括する。 
4 委員長は、審査・運用監視委員会を招集し、その議長となる。 
5 委員長代行は､委員長を補佐し､委員長を欠くとき又は委員長に事故あるときは、その職務を
代行する。 

 
（任期） 
第 40条 委員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。 
 
（委員会の運営） 
第 41条 審査･運用監視委員会は、必要に応じ委員長が招集する。 
2 審査・運用監視委員会の運営方法は、別に理事会で定める委員会運営規則による。 
 

第 8章 諮問会議 
 

（諮問会議の構成） 
第 42条 諮問会議は、理事会が選任した構成員をもって構成する。 
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（諮問会議の目的） 
第 43 条 諮問会議は、第４条第（１）号ウの諮問に対して意見を提出するほか、本法人の活動
について代表理事の諮問に応じて意見を提出する。 
  

第９章 事務局 
 

（事務局） 
第 44条 本法人に、本法人の事務を処理するために事務局を設置する。 
2 事務局に事務局長及び必要な職員を置き、理事会の承認を経て代表理事が任免する。 

3 事務局職制は、理事会の承認を経て、事務局長が定める。  
4 本法人は、必要な数の事務局員を雇用する。 
5 事務局は、第４条に定める各委員会の運営に協力し､委員会の審議概要等記録作成の事務を行
う。 

6 事務局の組織及び運営に関し、必要な事項は、理事会の決議を経て、代表理事が別に定める。 
 
（帳簿及び書類） 
第 45 条 事務局には、常に法令で定められている範囲で、次の帳簿及び書類を備えて置かなけ
ればならない。 
（１） 定款 
（２） 会員名簿及び会員の異動に関する書類 
（３） 理事、監事その他職員の名簿 
（４） 各種議事録 
（５） 収入、支出に関する帳簿及び証拠書類 
（６） 資産、負債及び正味財産の状況を示す書類 
 

第 10章 資産及び会計 
 
（経費の支弁） 
第 46条 本法人の経費は、基金、入会金、会費、審査料その他の収入をもって支弁する。 
2 資産及び収支の管理は、事務局が行う。 
 
（予算及び決算） 
第 47 条 本法人の事業計画及び収支予算は、毎会計年度開始前に理事会の決議を経なければな
らない。 

2 会計年度開始前に予算が成立しないときは､成立するまで前年度予算額の範囲内で執行する。 
3 前項による収支は、新たに成立した予算に基づくものとみなす。 
4 本法人の決算に関する計算書類は、毎会計年度終了後 3ヶ月以内に、監事による監査を経て、
理事会の承認を得なければならない。代表理事は、理事会の承認を得た計算書類を定時会員総
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会に提出し、その承認を得なければならない。 
 
（会計年度） 
第 48条 本法人の事業年度は、毎年 4月１日に始まり、翌年 3月 31日に終わる。 
 

第 11章 定款の変更及び解散 
 
（定款の変更） 
第 49 条 本定款は、会員総会において、議決権を有する総会員の半数以上であって、総会員の
議決権の 4分の 3以上の同意を得なければ変更できない。 

 
（解散及び残余財産） 
第 50 条 解散のときに存する残余財産の処理は、理事会の決議を経て、次条に定める清算人が
行う。 

 
（清算人） 
第 51条 本法人が解散するときは、理事会が清算人を指名する。 
 

第 12章 附 則 
 

（雑則） 

第52条 この定款に規定のない事項は、すべて中間法人法その他の法令によるものとする。 
 

（最初の事業年度） 

第53条 本法人の最初の事業年度は、本法人設立の日から平成２１年３月３１日までとする。 
 

（施行期日） 
この改正定款は、平成 20年 4月 30日から施行する。 
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有限責任中間法人モバイルコンテンツ審査・運用監視機構 会員規則 
 
（目的） 
第 1条 この規則は、有限責任中間法人モバイルコンテンツ審査・運用監視機構の会員について
定めるものとする。 

 
（正会員） 
第 2条 正会員として入会を申し込んだ者は、本法人の目的に照らし、明らかに不相当と認めら
れない限り、原則として入会が承認される。 

2 正会員は、本法人定款に定めるほか、次の権利を有するものとする。 
（１） 基準を検討するワーキング・グループ設置の理事会への提案、又は理事会の承認による

これらのワーキング・グループへの参加 
（２） 本法人の目的に沿った活動の理事会への提案、又は理事会の承認によるこれらの活動へ

の参加 
（３） 本法人の審査及び講習会等に対する会員優遇価格での申込み 

3 正会員の入会金及び会費は、1口あたり、入会金 6万円、年会費 12万円とする。 
 
（賛助会員） 
第 3条 賛助会員は、理事会が入会を承認する。 
2 賛助会員の詳細は理事会において定める。 
 
（規約の改廃） 

第４条 この規則の改廃は、理事会の決議によるものとする。 

 

制定 平成20年4月30日 
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有限責任中間法人モバイルコンテンツ審査・運用監視機構 委員会運営規則 
 
（目的） 

第1条 この規則は基準策定委員会及び審査・運用監視委員会の業務運営に関して定める。 

 

（基準の策定手続） 

第２条 基準策定委員会は理事会又は審査・運用監視委員会の審査基準策定依頼を受けた場合に

審査基準の策定を行う。 

２ 基準策定委員会は個別分野ごとの審査基準を検討するにあたり、ワーキング・グループを置

くことができる。 

３ ワーキング・グループのリーダーは、参加メンバーの互選により選任される。 

４ 審査基準を承認するにあたっては、基準策定委員会は諮問会議の意見を聴取しなければなら

ない。 

 

（決議） 

第３条 委員会の決議は、過半数の委員が出席した委員会において過半数以上の賛成をもって決

議するものとする。 

２ やむを得ない理由のため委員会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項について、

書面をもって表決し、又は他の委員を代理人として表決を委任することができる。この場合に

おいて、書面表決者及び表決の委任者は、委員会に出席したものとみなす。 

 

（審査・運用監視委員会の独立性） 

第4条 審査は、他の委員会・部門から独立した権限と責任を有する審査・運用監視委員会がこ

れを行う。 

 

（審査・運用監視細則の策定） 

第５条 審査・運用監視細則は、審査・運用監視委員会の決議により決定するものとする。 

２ やむを得ない理由のため会議に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項について、

書面をもって表決し、又は他の委員を代理人として表決を委任することができる。この場合に

おいて、書面表決者及び表決の委任者は、委員会に出席したものとみなす。 

 

（審査・運用監視の業務執行責任者） 

第６条 審査・運用監視委員会の決議により、審査・運用監視に関する業務執行責任者として主

任審査・運用監視員を選任する。 

２ 主任審査・運用監視員は、基準策定委員会が承認した審査基準及び、審査・運用監視委員会

が決定した審査・運用監視細則に従い、厳正な審査を行うものとする。 

３ 主任審査・運用監視員を補佐するものとして、審査・運用監視員を審査・運用監視委員会の

決議により選任することができる。 
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（審査状況の報告） 

第７条 主任審査・運用監視員及び審査・運用監視員（以下「主任審査・運用監視員等」という）

は審査の状況について審査・運用監視委員会に報告をしなければならない。 

２ 審査状況の報告のための審査・運用監視委員会は2ヶ月に１回以上開催しなければならない。 

３ 審査・運用監視委員会は主任審査・運用監視員等が、基準策定委員会において承認された審

査基準及び審査・運用監視委員会が決定した審査・運用監視細則に従って適切な審査を行って

いるか監督するものとする。 

 

（審査書類の保管） 

第８条 主任審査・運用監視員等は、審査書類を案件別に整理し保管するものとする。 

 

（審査の不服申立て） 

第９条 主任審査・運用監視員の審査結果に対して、審査申請者は不服を申立てることができる。

審査の不服申立てがあった場合には、審査・運用監視委員会で審議するものとする。 

 

（委員会の議事録） 

第１０条 基準策定委員会及び審査・運用監視委員会での議事の経過の要領およびその結果は、議事

録に記載又は記録し、議長がこれに記名押印する。 

２ 議事録は、次の事項を記載する。 

（１） 日時及び場所 

（２） 委員の現在数及び出席者氏名 

（３） 決議事項 

（４） 議事の経過要領および発言の要旨 

 

（規則の改廃） 

第１１条 この規則の改廃は理事会の決議によるものとする。 

 

 

制定 平成20年4月30日 
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 議事資料④  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有限責任中間法人モバイルコンテンツ審査・運用監視機構 

 

初年度役員候補の紹介 
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初年度役員候補 

 

理事候補                  （敬称略・五十音順） 

青柳 直樹     グリー（株） 取締役最高財務責任者 

上沼 紫野     虎ノ門南法律事務所 弁護士 

石戸 奈々子    特定非営利活動法人CANVAS 副理事長 

尾花 紀子     ビジネスコンシェルジュ・ネット教育アナリスト 

小向 太郎     （株）情報通信総合研究所 上席主任研究員 

坂田 紳一郎    （社）電気通信事業者協会 専務理事 

ジョン ミドルトン 一橋大学 教授 

杉本 誠司     （株）ドワンゴ ニコニコ事業本部 事業推進部 部長 

関根 大介     （株）オープンドア 代表取締役社長 

高橋 正夫     （社）全国高等学校PTA連合会 会長 

中島 謙一郎    （株）サイバード 執行役員副社長兼CSO 

長田 三紀     特定非営利活動法人東京都地域婦人団体連盟 事務局次長 

中橋 雄      武蔵大学 准教授 
新美 育文     明治大学法学部 教授 
春田 真      （株）ディー・エヌ・エー 取締役総合企画部長 

東邦 仁虎     モバイル・コンテンツ・フォーラム 座長 

堀部 政男     一橋大学 名誉教授 

三野 正己     （株）魔法のｉらんど 取締役 

横田 晃洋     （株）ボルテージ 執行役員 

 

監事候補 

寺田 眞治     （株）インデックス プリンシパル 
中川 一史     独立行政法人メディア教育開発センター 教授 
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役付理事候補 

 

代表理事 

堀部 政男     一橋大学 名誉教授 

 

事務局長 

上沼 紫野     虎ノ門南法律事務所 弁護士
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 議事資料⑤  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有限責任中間法人モバイルコンテンツ審査・運用監視機構 

 

初年度委員の紹介 
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初年度委員の報告 
（敬称略・五十音順） 

基準策定委員会 

岩崎 政孝  虹の橋法律事務所 弁護士 

木村 たま代 主婦連合会 

沢田 登志子 有限責任中間法人ECネットワーク 理事 

高橋 信行  國學院大學法学部 准教授 

中村 伊知哉 慶應義塾大学 教授 

野原 佐和子 イプシ・マーケティング研究所 代表取締役社長 

村井 万寿夫 金沢星稜大学 教授 

 

審査・運用監視委員会 

市川 穣   弁護士 

岸 博幸   慶応義塾大学大学院 教授 

長谷部 恭男 東京大学大学院 教授 

松本 恒雄  一橋大学大学院 教授 

 

 

 

※理事会において随時委員の選任を行う。
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 議事資料⑥  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有限責任中間法人モバイルコンテンツ審査・運用監視機構 

 

初年度活動計画案 
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（１）事業内容 
本機構では、健全な管理体制であるかどうか等の基準の策定と基準に基づいたサイトの認

定と運用監視を行う。また、フィルタリング会社等の第三者の利用も視野にいれた有害なサ

イトを制限するためのカテゴリー基準の策定も行う。 

基準に適合したサイトについては、通信事業者及びフィルタリング会社の協力のもと青少

年が利用できる環境を提供する。また、一般ユーザーからのクレームを受付、基準策定への

反映、該当サイトに改善の指示等を行い、モバイルコンテンツが健全に利用できる環境作り

を目指す。 

また、青少年が自己の判断と責任でモバイルコンテンツを健全に利用できるように、啓

発・教育プログラムやレイティング等のフィルタリング以外の方策の普及も目指す。 

 

（２）認定範囲 
 本機構は、申請されたサイトが策定した基準に適合しているかどうかの審査と認定を行う。

また、認定サイトの運用状況についても随時のチェックを行う予定であるが、認定サイト及

び認定サイトの利用者が行う行為について責任を負うものではない。 
 

EMA初年度事業概要 
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（１）各組織の機能と構成 

 本機構は理事会、基準策定委員会、審査・運用監視委員会、諮問会議によって構成される。 

 

 

【委員会構成図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（理事会） 
・ 各委員会の委員選定、承認を行う。 
・ 本機構の資金管理・組織運営を行う。 
 

（基準策定委員会） 
・ 基準策定委員会の委員は利害関係を有しない第三者の学識経験者でなければならない 
・ 基準策定委員会から委嘱されたワーキンググループ（以下WG）で個別分野毎の基準 
の検討を行う。 

・ WGから提案された基準案について基準策定委員会で基準案の承認を行う。 
・ 基準策定委員会は基準策定にあたって諮問会議に諮問するものとする。 
 

予算・業務管理

基準策定委員会

理事会

審査・運用監視
委員会

諮問

意見

基準案の検討

企業情報サイト検討ＷＧＷＧ

健全コミュニティ検討ＷＧＷＧ

表現系コンテンツ検討ＷＷ

ＧＧ

カテゴリー基準検討ＷＧＷＧ

事務局事務局事務局事務局

審査審査機関機関審査審査機関機関

諮問諮問会議会議

運用監視機関運用監視機関運用監視機関運用監視機関

選任選任

選任選任

利害関係を有しない第三者の学識経験者

が基準の承認を行なう

部会
諮問　意見

諮問

意見

啓発・教育プログラム検討ＷＧＷＧ

EMA初年度組織構成 
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（審査・運用監視委員会） 
・ 審査・運用監視委員会の委員は利害関係を有しない第三者の学識経験者でなければならな

い。 

・ 基準策定委員会が策定した基準に基づきサイトの審査を行う。 

・ 審査後、基準にあったサイト運営を行っているかどうかについて監視する。 

・ ユーザー、事業者からのクレームの受付を行う。 

 
 

【審査・運用監視委員会の運用フロー】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（諮問会議） 
・ 基準策定と本機構の運営について、諮問に対して意見を提出する。 
・ 消費者団体や関連する業界から広くメンバーを募る。

申
請
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査
審
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監
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（２）設置予定の部会・ＷＧ 

 
・ 啓発・教育プログラム部会 
 
・ 違法コンテンツ対策部会 

 
・ カテゴリー基準検討WG 
 
・ 企業情報サイト検討WG 

 
・ 公共・教育サイト検討WG 
 
・ 表現系コンテンツ検討WG 
 
・ 健全コミュニティ検討WG 
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 議事資料⑦  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有限責任中間法人モバイルコンテンツ審査・運用監視機構 

 

初年度予算案 
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初年度予算案(2008.04.08～2009.03.31)　 

収入の部 会費収入 5口会員 10 6,000,000年会費60万円

3口会員 80 28,800,000年会費36万円

1口会員 50 6,000,000年会費12万円

小計 140 40,800,000

事業収入 審査料 128,000,000
管理主任者講習費 3 9,000,0001名3万×100名、3回開催

小計 137,000,000

入会金収入 5口会員 10 3,000,000入会金30万円

3口会員 80 14,400,000入会金18万円

1口会員 50 3,000,000入会金6万円

小計 140 20,400,000

収入の部合計 198,200,000

支出の部 一般管理費 人件費 21,390,000常勤3名

業務委託費 8,000,000非常勤7名

事務所費 8,250,000
設備費 3,000,000

資料費 200,000
通信費 700,000
出張交通費 1,500,000

会議費 100,000
印刷費 800,000

消耗品費 300,000

事務用品費 500,000
支払手数料 100,000
諸雑費 100,000

租税公課 100,000
商標等費用 1,000,000
税理士報酬 350,000

小計 46,390,000

総会関連費 1,500,000

講習会関連費 会場費 600,000
謝金 150,000
雑費 300,000

小計 1,050,000

啓蒙・ＰＲ費 ＷＥＢ・メルマガ制作・運営費 3,200,000構築費100万円

入会案内制作費・印刷費 500,000
小計 3,700,000

理事会・委員会関連費 理事報酬 9,680,000
監事報酬 480,000
委員謝金 15 9,000,000基準委員10名、審査委員5名

小計 19,160,000

審査・運用監視チーム 審査員 4 38,400,000
外注費 60,000,000

相談員 2 14,000,000

小計 112,400,000

部会費 啓発・教育プログラム開発費 3,000,000

小計 3,000,000

準備業務関連費 設立準備委員会の運営経費 4,000,000

業務システム構築費 5,000,000

9,000,000

予備費 2,000,000

支出の部合計 198,200,000


